
こ
の
た
び
の
台
風
６
号
・

７
号
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
１
日
も
早
い
復
旧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
農
業
会
議
所

全
国
農
業
新
聞

特
例
子
会
社

＝
障
が
い
者
の

雇
用
の
促
進
・

安
定
を
図
る
た
め
、
事
業
主

が
そ
の
雇
用
に
特
別
に
配
慮

し
た
子
会
社
。
障
が
い
者
雇

用
率
算
定
の
際
に
親
会
社
と

同
一
の
事
業
所
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
る
。

安
定
し
た
出
荷
を
支
え
て

い
る
の
が
、
商
品
の
出
荷
日

か
ら
播
種
ま
で
を
逆
算
し
た

１
日
単
位
の
緻
密
な
生
産
計

画
だ
。
天
候
に
よ
り
多
少
ば

ら
つ
く
が
、
過
去
の
日
照
時

間
や
温
度
を
基
に
し
た
予
測

の
精
度
は
高
い
。
定
植
か
ら

収
穫
ま
で
は
お
お
む
ね
夏
は

17
日
、
冬
は
最
大
30
日
。
取

引
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
出

荷
が
で
き
て
い
る
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
創

業
時
に
導
入
し
た
高
度
な
水

耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
「
ナ
ッ
パ

ー
ラ
ン
ド
」
（
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
ア
ク
ア
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
）
と
苗
生
育
シ
ス
テ

ム
「
苗
テ
ラ
ス
」
（
同
）
の

存
在
も
大
き
い
と
い
う
。
苗

テ
ラ
ス
は
、
人
工
光
を
利
用

し
た
閉
鎖
型
の
苗
生
産
装
置

で
、
天
候
や
季
節
に
左
右
さ

れ
な
い
苗
生
産
が
可
能
。
サ

ラ
ダ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
苗
は

播
種
か
ら
14
日
で
完
成
し
、

生
育
も
そ
ろ
う
。
苗
が
そ
ろ

う
た
め
、
そ
の
後
の
生
育
も

合
わ
せ
や
す
い
。

ナ
ッ
パ
ー
ラ
ン
ド
は
毛
管

水
耕
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
薄
膜
型
水

耕
法
）
を
融
合
し
た
新
し
い

養
液
栽
培
の
シ
ス
テ
ム
で
、

自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
に
く

く
、
計
画
生
産
に
向
く
。
苗

テ
ラ
ス
も
利
用
し
た
場
合
、

年
間
19
作
の
作
付
け
が
可
能

だ
。
両
製
品
を
製
造
・
販
売

す
る
同
社
の
前
原
綾
事
業
部

長
は
「
苗
テ
ラ
ス
は
露
地
も

含
め
多
く
の
野
菜
に
対
応
し

て
い
る
。
ナ
ッ
パ
ー
ラ
ン
ド

は
こ
れ
ま
で
約
１
３
０
カ
所

で
導
入
し
た
が
、
う
ち
30
例

は
障
碍
者
の
雇
用
を
目
的
に

し
た
も
の
。
福
祉
と
の
相
性

も
い
い
」
と
解
説
す
る
。

障
碍
者
＝
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー

プ
の
「
障
が
い
が
あ
る
こ
と

は
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が

害
で
は
な
い
」
と
の
考
え
に

基
づ
い
た
表
記
。

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
２
０

０
６
年
に
創
業
。
特
例
子
会

社
と
し
て
日
本
初
の
農
業
生

産
法
人
（
現
・
農
地
所
有
適

格
法
人
）
と
な
り
、
07
年
か

ら
本
格
的
に
事
業
を
始
め

た
。
現
在
、
約
30
㌃
の
ハ
ウ

ス
で
サ
ラ
ダ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
を
水
耕
栽
培
。
全
90
ベ

ッ
ド
（
１
ベ
ッ
ド
＝
17
㍍
×

１
・
２
㍍)

で
１
日
１
０
０

㌔
以
上
を
収
穫
し
て
い
る
。

社
員
18
人
の
う
ち
障
碍
者

を
７
人
雇
用
。
シ
フ
ト
を
組

ん
で
、
月
～
土
曜
日
の
中
で

週
５
日
、
１
日
８
時
間
の
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。

06
年
に
雇
用
し
た
障
碍
者
８

人
は
、
引
っ
越
し
と
病
気
を

理
由
に
退
職
し
た
２
人
以
外

は
15
年
以
上
在
籍
し
て
お

り
、
定
着
率
が
非
常
に
高

い
。
同
社
統
括
部
部
長
の
山

内
孝
文
さ
ん
は
「
播
種
、
定

植
、
収
獲
に
加
え
、
ベ
ッ
ド

洗
浄
や
タ
ン
ク
洗
浄
、

チ

ェ
ッ
ク
な
ど
生
産
か
ら
出
荷

に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
工
程

を
障
碍
者
が
担
っ
て
い
る
の

が
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
大
き
な

特
徴
」
と
説
明
す
る
。

福
祉
と
好
相
性
の
作
業

農
業
の
中
で
も
特
に
水
耕

栽
培
は
、
播
種
・
定
植
・
収

獲
な
ど
仕
事
の
切
り
出
し
が

し
や
す
く
、
福
祉
と
の
相
性

が
い
い
と
い
う
。
収
獲
も
ハ

サ
ミ
で
、
鎌
や
鍬く

わ

を
必
要
と

し
な
い
た
め
、
安
全
性
が
高

い
。
ハ
ウ
ス
栽
培
の
た
め
、

季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
年
間
を
通
じ
て
作
業
が

あ
る

一
年
中
出
荷
で
き
る

た
め
、
売
り
上
げ
も
安
定
し

て
い
る
。

ベ
ッ
ド
は
毎
日
の
収
獲
ご

と
に
手
洗
い
し
、
塩
素
殺
菌

と
温
水
殺
菌
を
徹
底
。
こ
れ

に
よ
り
、
病
気
の
抑
制
に
努

め
て
い
る
。
春
秋
冬
は
農
薬

を
使
わ
ず
、
夏
に
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
が
取
れ
た
殺
虫
剤
を

１
回
使
う
の
み
だ
。
農
薬
や

化
学
肥
料
の
使
用
量
が
通
常

の
半
分
以
下
で
認
証
さ
れ
る

大
阪
エ
コ
農
産
物
を
取
得
し

て
い
る
。

出
荷
前
の
調
整
作
業
は
、

す
ぐ
料
理
で
き
る
よ
う
に
根

も
切
る
な
ど
時
間
を
か
け
て

丁
寧
に
処
理
。
１
日
１
千
～

１
５
０
０
袋
作
る
出
荷
調
整

作
業
に
は
、
近
隣
の
福
祉
施

設
か
ら
施
設
外
就
労
の
形
で

年
間
延
べ
５
千
人
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
生
産
物
の
品
質

は
高
く
、
大
手
や
地
元
の
ス

ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
飲
食
店

な
ど
に
卸
し
て
い
る
。

同
社
代
表
取
締
役
の
水
谷

亨
さ
ん
は
「
ま
だ
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
途
中
。
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー

プ
の
社
食
で
の
活
用
や
同
グ

ル
ー
プ
社
員
へ
の
販
売
な

ど
、
新
た
な
流
通
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
構
築
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を

模
索
し
て
い
る
。
事
業
価
値

の
さ
ら
な
る
創
出
を
め
ざ
し

た
い
」
と
話
す
。
パ
ク
チ
ー

や
サ
ラ
ダ
小
松
菜
の
生
産
・

販
売
も
始
め
て
い
る
。

お

見

舞

い

農業の人材不足を解消し、障がい者の雇用改善につながると注目を集

める「農福連携」その形態は障がい者就労施設の農業参入や農作業受

託農業経営体による雇用など多岐にわたるそんな中、企業の特例子会

社(ことば参照)が農業に取り組む事例も少しずつ増えている。農福連携

の言葉が生まれる以前から農業での｢障
しょう

碍
がい

者
しゃ

(ことば参照)｣雇用を進め

た老舗文具・オフィス家具メーカー「コクヨ㈱」（本社・大阪市)の特

例子会社「ハートランド㈱」(大阪府泉南市)の取り組みを紹介する

丁寧に下葉や根を切って出荷す

るサラダホウレンソウ（現場で

は、障碍者が主体的に作業に取

り組んでいる）


毎
朝
一
番
、
障
碍
者
と
健
常
者
が
協
働
で
収
穫

作
業
。
障
碍
者
が
播
種
や
定
植
、
収
獲
な
ど
す
べ

て
の
工
程
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
、

「
福
祉
と
水
耕
栽
培
の
相
性
は
い
い
」
と

話
す
水
谷
さ
ん
（
左
）
と
山
内
さ
ん

｢
農
福
連
携｣

推
進
へ

特
例
子
会
社
で
農
業

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

大
阪･

泉
南
市

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

老舗文具メーカー｢コクヨ｣が設立

水耕栽培で葉物野菜生産
｢障碍者｣がほとんどの工程を担当

水
耕
栽
培･

苗
生
育
を
シ
ス
テ
ム
化

緻
密
な
計
画
で
安
定
出
荷
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